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J-PARC, PLANETにおける無水及び含水アルバイトガラスの高圧下中性子回折実験
と中性子イメージング予備実験
High pressure neutron diffraction of anhydrous and hydrous albite glasses and prelimi-
nary neutron imaging in PLANET
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2012年 2月 15日から 21日にかけて、新学術領域研究マグマ班としての初めての高圧下での中性子回折実験を行った。
試料は無水及び重水素置換した含水アルバイトガラスであり、セルとしては一辺 17mm立方体の ZrO2半焼結圧媒体の中
心にφ 4.6の試料を封入、アンビルトランケーションは 10ｍｍで行った。アンビルは Ni バインダーのWCアンビルを
使用しており、加圧方式としては６－６式加圧を採用している。回折パターンの収集は、無水及び含水アルバイトガラ
スとも 2.3 GPa及び 5.5 GPaで行った。それぞれの条件下での測定時間はビームが出ていた実効時間でそれぞれ 14時間
及び 22時間であった。尚、本実験期間のビーム強度は約 290kWであり、J-PARCで将来的に期待される強度の約 1/3の
条件であった。また、各条件下での空セル、バナジウムセルの測定も必要で、それは今回液体班との共同で行い、その
測定データを利用した。測定データは、試料の測定パターン、及びバラジウムセルの測定パターンから空セルのパター
ンを差し引き、その試料のデータをバナジウムのデータで規格化することにより、回折パターンを導き出した。解析結
果の詳細については講演時に述べる。
また、中性子イメージングの予備実験も行った。高圧下での試料の測定では、被写体をカメラから離して測定せざる

を得ず、中性子の発散のために離す距離に比例した像のぼやけが生る。よってそのための最適化を行う必要がある。こ
れらの詳細についても講演時に述べる。

キーワード: J-PARC, PLANET,中性子回折,非晶質物質,中性子イメージング,高圧
Keywords: J-PARC, PLANET, neutron diffraction, amorphous material, neutron imaging, high pressure

1/1


